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横
浜
市
の
人
口
が
間
も
な
く

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
市
全
体
で
「
人

口
減
少
社
会
と
ど
の
よ
う
に
向
き

合
う
か
」
の
議
論
が
活
発
に
な
る

一
方
で
、
港
北
区
の
現
場
で
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
等
に
よ
る
局
所

的
な
人
口
急
増
が
引
き
起
こ
す
、

保
育
所
不
足
等
の
課
題
に
直
面
す

る
な
ど
、
区
や
エ
リ
ア
に
よ
っ
て

「
人
口
問
題
」
は
様
々
で
あ
る
。

今
回
、
新
た
に
取
得
し
た
町
別

動
態
デ
ー
タ
や
最
近
の
開
発
情
報

な
ど
を
活
用
し
て
、
区
の
人
口
動

態
や
特
徴
を
分
析
す
る
と
と
も

に
、
人
口
急
増
エ
リ
ア
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
触
れ
る
。
ま
た
、

町
別
デ
ー
タ
を
用
い
て
「
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
が
生
み
出
す
人
の
動

き
」
の
分
析
を
試
行
し
な
が
ら
、

若
年
層
の
呼
び
込
み
か
ら
定
住
に

向
け
た
議
論
な
ど
、「
人
口
」
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会

と
し
た
。

　
　

港
北
区
の
人
口
動
態
の
特
徴

　
　

と
人
口
増
加
エ
リ
ア
が
直
面

　
　

す
る
課
題

❶
港
北
区
の
地
勢
・
特
徴

市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
市
内

最
大
の
約
34
万
人
を
抱
え
る
港
北

区
は
、
東
横
線
を
中
心
に
交
通
利

便
性
が
よ
く
、
会
社
員
（
パ
ー
ト

除
く
）
の
６
割
近
く
を
東
京
・
川

崎
へ
の
通
勤
者
が
占
め
る
い
わ
ゆ

る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。
便
利
で
イ

メ
ー
ジ
が
良
く
住
宅
地
の
地
価
は

高
い
。
相
鉄
・
東
急
直
通
線
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
民
間
の
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
も
積
極
的
に
進
め
ら

れ
、
将
来
推
計
人
口
で
見
る
と
、

市
全
体
が
あ
と
数
年
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
中
、
港
北
区
で
は
平
成
47

年
頃
ま
で
増
加
傾
向
を
示
す
。

ま
た
、
単
身
世
帯
が
多
く
、
若

い
世
代（
20
代
～
30
代
）の
転
入
・

転
出
が
激
し
い
の
が
特
徴
で
、
平

均
年
齢
が
低
い
「
若
い
区
」
と
言

わ
れ
る
。
一
方
で
、
市
街
地
形
成

の
歴
史
は
比
較
的
古
く
、
定
住
者

の
高
齢
化
や
単
身
世
帯
の
増
加
も

着
実
に
進
ん
で
い
る
。

製
造
業
の
事
業
所
数
が
市
内
１

位
と
工
業
が
集
積
し
、
ま
た
、
業

務
・
商
業
機
能
や
日
産
ス
タ
ジ
ア

ム
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
集
客

施
設
が
集
積
す
る
新
横
浜
都
心
を

抱
え
る
こ
と
も
特
徴
だ
が
、
近
年

は
工
場
の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
転
換

や
、
新
横
浜
で
の
住
人
の
増
加
な

ど
が
見
ら
れ
る
。

❷
区
の
人
口
動
態
概
観

港
北
区
の
人
口
動
態
は
、
北
東

部
の
人
口
増
加
区
の
中
で
も
転
入

出
（
転
入
超
過
）
が
多
い
こ
と
が

特
徴
。
年
齢
別
の
社
会
増
減
を
見

る
と
、
10
～
20
代
で
転
入
し
30
代

で
（
０
～
5
歳
と
と
も
に
）
転
出

す
る
傾
向
が
強
い
。
緑
・
青
葉
と

と
も
に
同
じ
「
北
部
４
区
」
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
市
内
で
最
も

港
北
区
か
ら
の
転
出
超
過
が
多
く

な
っ
て
い
る
都
筑
（
Ｈ
22
～
Ｈ
25

で
約
１
８
５
０
人
の
転
出
超
過
）

と
比
較
す
る
と
顕
著
で
あ
る
（
図

１
、
図
２
）。

社
会
動
態
を
見
な
が
ら
若
年
層

の
転
入
出
パ
タ
ー
ン
を
推
測
す
る

と
、
10
～
20
代
で
首
都
圏
で
の
就

職
・
進
学
を
機
に
全
国
か
ら
転
入

（「
そ
の
他
道
府
県
」
の
大
幅
な

入
超
）。
首
都
圏
と
い
う
広
い
選

択
肢
の
中
で
、
都
会
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
良
く
、
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
東

横
線
の
駅
に
近
い
賃
貸
住
宅
に
単

身
で
入
居
。地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
わ
り
は
薄
い
。

30
代
に
な
り
子
育
て
世
帯
と
な

る
と
、
定
住
す
る
住
宅
を
市
内
他

区
な
ど
比
較
的
近
距
離
で
探
す
。

北
部
エ
リ
ア
等
の
、
あ
る
程
度
交

通
が
便
利
で
、
よ
り
広
い
家
に
住

め
て
（
1
件
当
た
り
の
延
床
面
積

（
Ｈ
24
）：
港
北
約
65
㎡
、
都
筑
約

85
㎡
）、
歩
道
が
広
々
と
し
て
公
園

も
多
く
、子
育
て
し
や
す
い
イ
メ
ー

ジ
の
街
へ
転
出
し
て
い
く
。

港
北
区
は
10
～
20
代
の
若
年
層

を
、
首
都
圏
レ
ベ
ル
で
の
社
会
移

動
・
居
住
地
選
択
の
段
階
で
転
入

者
と
し
て
受
け
入
れ
、
30
代
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
な
っ
た
段
階
で

市
内
他
区
な
ど
の
近
隣
地
域
へ
送

り
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
若
年
層
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
く
、
比
較
的
定
住
志
向
が

低
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
数
年
は
30
代
及
び
0
～
5
歳
の

子
育
て
層
の
転
出
超
過
は
縮
小
傾

向
に
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の

一
定
規
模
の
住
宅
供
給
の
増
加

（
Ｈ
24
着
工
の
1
件
当
た
り
延
床

は
82
・
9
㎡
）
や
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
報
道
な
ど
も
こ
の
原
因
と
予
想

さ
れ
る
。

❸
町
別
人
口
動
態
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
し
た
人
口
分
析

こ
こ
で
は
、
町
別
人
口
動
態
と

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
情
報
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ

で
把
握
す
る
と
と
も
に
、
転
入
出

が
激
し
く
人
口
の
増
減
に
は
表
わ

れ
に
く
い
、「
若
年
層
の
転
入
の

多
い
エ
リ
ア
」
の
可
視
化
を
試

み
、
両
図
を
比
較
し
な
が
ら
エ
リ

ア
ご
と
の
特
徴
を
示
す
。

図
３
は
こ
こ
4
年
間
（
Ｈ
22
～

Ｈ
25
）
の
町
別
の
人
口
増
減
率
、

図
４
は
町
別
の
Ｈ
25
末
時
点
の
全

人
口
に
占
め
る
こ
こ
4
年
間
で
転

入
し
て
き
た
20
代
人
口
の
割
合
を

示
し
、マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
情
報（
Ｈ

14
～
Ｈ
24
年
度
に
横
浜
市
中
高
層

建
築
物
等
の
建
築
及
び
開
発
事
業

に
係
る
住
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（
中
高
層
建
築
物
条
例
）

に
基
づ
く
届
出
の
あ
っ
た
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
の
う
ち
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

を
分
布
に
し
た
も
の
）
を
重
ね

た
。
人
口
の
増
加
傾
向
に
加
え
、

2
つ
の
図
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

例
え
ば
「
人
口
は
増
加
し
て
い
る

が
20
代
転
入
者
が
少
な
い
エ
リ

ア
」
で
は
定
住
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

１　

は
じ
め
に

２　
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図1　港北区の社会増加の推移図2　都筑区の社会増加の推移

図4　H25年末人口に対するH22～H25の4年間
の20代転入数の割合及びマンション開発状況

図3　H25～H25の4年間での人口増加率及び
マンション開発状況

増
加
が
、「
人
口
は
横
ば
い
だ
が

20
代
転
入
の
多
い
エ
リ
ア
で
は
若

年
層
の
入
れ
替
わ
り
の
激
し
さ
」

が
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
把
握
で

き
る
。

図
３
か
ら
区
の
東
部
を
南
北
に

走
る
東
横
線
沿
線
、
北
部
を
東
西

に
走
る
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
、
新
横

浜
周
辺
で
人
口
の
増
加
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
区
の
西
部
は
市
街
化
調

整
区
域
が
多
く
人
口
増
減
は
穏
や

か
。
以
下
、
大
ま
か
な
エ
リ
ア
ご

と
に
分
析
を

試
み
る
。

東
横
線

沿
線
で
は
駅

周
辺
を
中
心

に
20
代
の
流

入
が
多
い
。

駅
周
辺
の
街

は
比
較
的
古

く
、
商
店
や

住
居
な
ど
新

旧
の
建
物
が

混
在
。
駅
か

ら
少
し
離
れ

る
と
、
戸
建

て
や
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
な

ど
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の

物
件
が
並

ぶ
。
慶
応
日

吉
キ
ャ
ン
パ

ス
が
立
地
す

る
日
吉
駅
や

綱
島
駅
周
辺

な
ど
で
は
20

代
の
入
れ
替

わ
り
が
大
き

い
こ
と
が
図

４
の
デ
ー
タ

か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
沿
線
東
部

の
準
工
業
地
域
で
は
人
口
・
開
発

と
も
に
急
増
（
こ
の
エ
リ
ア
に
つ

い
て
は
次
節
で
後
述
）。
こ
の
他
の

既
成
住
宅
地
で
も
、
相
続
等
に
よ

る
宅
地
分
割
や
丘
陵
地
を
切
り
崩

し
た
ミ
ニ
開
発
案
件
の
届
出
が
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
、
根
強

い
住
宅
ニ
ー
ズ
が
実
感
で
き
る
。

区
北
西
部
で
人
口
が
増
加
し
て

い
る
エ
リ
ア
は
、
18
年
の
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
開
通
に
よ
り
交
通
利
便

性
が
大
き
く
向
上
。
20
代
の
転
入

は
少
な
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中

心
と
し
た
人
口
増
加
が
見
て
取
れ

る
。
高
田
駅
周
辺
（
高
田
・
新
吉

田
）
は
都
市
計
画
道
路
・
宮
内
新

横
浜
線
開
通
に
よ
る
さ
ら
な
る
利

便
性
向
上
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、

中
小
の
工
場
が
集
積
し
宅
地
化
し

つ
つ
あ
る
準
工
業
地
域
を
抱
え
る

な
ど
、
今
後
一
定
の
宅
地
化
が
進

む
可
能
性
も
あ
る
。

新
横
浜
周
辺
で
は
人
口
・
住

宅
開
発
が
増
加
傾
向
で
、
特
に
20

代
の
転
入
者
が
多
い
。
街
の
開
発

当
初
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
商
業
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
こ
20
年
程
度
で
約
1
万
人

が
流
入
し
「
人
が
住
む
街
」
へ
の

転
換
が
急
激
に
進
み
、
相
鉄
・
東

急
直
通
線
に
よ
り
利
便
性
の
さ
ら

な
る
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。
一
方

で
、
本
来
業
務
・
商
業
用
の
都
心

エ
リ
ア
で
あ
る
た
め
、
住
民
向
け

の
公
共
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

状
況
は
住
宅
地
と
は
異
な
る
。
ワ

ン
ル
ー
ム
な
ど
単
身
用
賃
貸
が
目

立
つ
「
単
身
者
の
街
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
デ
ー
タ
で
は

世
帯
向
け
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増

加
し
て
い
る
。
今
後
の
人
口
・
世

帯
構
成
の
推
移
や
、
住
人
構
成
の

変
化
が
も
た
ら
す
新
た
な
課
題
な

ど
を
注
視
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
は
町
別
の
人
口
増
減
を
軸

に
「
若
年
層
の
転
入
」
を
突
き
合

わ
せ
て
見
た
が
、
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
比
較
分

析
を
行
い
、
多
角
的
な
地
区
・
エ

リ
ア
特
性
の
把
握
に
活
用
し
た
い
。（横浜市建築局都市計画決定データ使用） （横浜市建築局都市計画決定データ使用）



図5　製造業事業所・従業員数の推移
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❹
準
工
業
地
域
に
お
け
る
土
地
利

用
転
換
に
つ
い
て

人
口
問
題
は
各
区
、
エ
リ
ア
で

様
々
で
あ
る
が
、
人
口
増
加
エ
リ

ア
で
あ
る
港
北
区
が
直
面
す
る
課

題
、
準
工
業
地
域
に
お
け
る
土
地

利
用
転
換
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

図
３
か
ら
東
横
線
東
側
の
準
工

業
地
域
（
日
吉
・
綱
島
・
樽
町
エ

リ
ア
）
で
の
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
・
人

口
増
加
が
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
数

年
で
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
工
場

が
次
々
と
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
と
転
換

さ
れ
、
区
役
所
の
現
場
で
は
局
所

的
な
人
口
急
増
に
伴
う
保
育
所
な

ど
の
不
足
や
、
イ
ン
フ
ラ
の
ひ
っ

迫
な
ど
の
課
題
に
悩
ま
さ
れ
る
エ

リ
ア
。
最
も
人
口
が
急
増
し
て
い

る
綱
島
駅
徒
歩
圏
内
の
樽
町
エ
リ

ア
で
は
、
中
小
の
工
場
が
並
ぶ
か

つ
て
の
面
影
は
無
く
、
次
々
と
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
「
即
完

売
」
も
多
い
。
北
側
の
日
吉
・
綱

島
周
辺
で
は
、
比
較
的
大
規
模
な

工
場
・
事
業
所
が
集
積
し
、
大
規

模
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
転
換
・
人
口

急
増
の
可
能
性
が
あ
る
。

港
北
区
は
製
造
業
の
さ
か
ん
な

「
も
の
づ
く
り
の
街
」
だ
が
、
こ

の
10
年
で
事
業
所
・
従
業
者
と
も

に
半
減
。
製
造
業
の
地
方
・
海
外

移
転
や
、
取
引
先
の
大
手
事
業
所

の
撤
退
、
工
場
と
住
宅
の
混
在
に

よ
る
操
業
環
境
の
悪
化
に
加
え
、

宅
地
需
要
増
や
地
価
上
昇
も
工
場

売
却
を
後
押
し
す
る
。
現
場
で
は

前
か
ら
い
た
工
場
が
住
宅
に
囲
ま

れ
、
住
民
か
ら
の
苦
情
に
よ
り
操

業
時
間
の
制
限
を
受
け
、
固
定
費

の
大
き
い
装
置
産
業
の
た
め
採
算

悪
化
。
さ
ら
に
騒
音
防
止
へ
の
多

額
な
設
備
投
資
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
区
内
に
は

同
様
の
理
由
で
過
去
に
東
京
・
目

黒
区
な
ど
か
ら
移
転
し
て
き
た

が
、
操
業
環
境
の
悪
化
に
よ
り
撤

退
す
る
ケ
ー
ス
も
聞
か
れ
た
。

一
方
、
宅
地
と
し
て
は
、
人
気

の
東
横
線
沿
線
で
大
規
模
な
開
発
用

地
が
確
保
で
き
る
た
め
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
転
換
は
当
面
続
く
と
思
わ
れ

る
。
現
場
で
は
大
型
開
発
が
持
ち
上

が
る
た
び
に
、
保
育
所
な
ど
の
調
整

や
、
住
工
の
相
互
理
解
の
推
進
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
促
進
な
ど
の

対
処
に
追
わ
れ
る
課
題
の
多
い
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
保
育
所
不
足
な

ど
の
課
題
が
あ
っ
て
も
居
住
ニ
ー

ズ
が
高
い
エ
リ
ア
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
エ
リ
ア
で
の
積
極
的
な
環

境
整
備
に
つ
い
て
は
、
流
入
す
る

人
口
へ
の
対
処
と
い
う
観
点
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
エ
リ
ア
の
戦
略
的
な
活

用
と
い
う
議
論
を
行
う
上
で
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
、
日
々

実
感
し
て
い
る
。

　

定
住
層
の
獲
得
に
つ
い
て

　

考
え
る

現
状
で
は
人
口
増
加
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
港
北
区
だ
が
、
全
市
的

に
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
に
向
け
た
議
論
が
活
発
化
し
、

ま
た
、
港
北
区
も
長
期
的
に
は
人

口
減
少
を
迎
え
る
中
で
、
市
全
体

で
の
人
口
、
特
に
定
住
層
の
獲
得

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
区
内
の
事
例
か
ら
定
住
層

の
動
態
を
推
測
し
な
が
ら
、
段
階

的
な
施
策
な
ど
を
議
論
し
た
。

❶
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
生
み
出
す

人
口
移
動
（
町
別
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
分
析
の
試
み
）

定
住
層
の
獲
得
を
議
論
す
る
上

で
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
用
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
は
ど
の
よ
う
な
人
口
移
動
を

生
み
出
す
か
」「
市
外
か
ら
定
住

層
を
呼
び
込
む
の
に
有
効
か
」
を

見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
区
内

の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
生

み
出
し
た
人
口
移
動
に
つ
い
て
、

町
別
デ
ー
タ
を
用
い
て
３
つ
の
事

例
を
見
て
み
る
。い
ず
れ
も
、フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で

転
入
者
が
30
代
及
び
０
歳
代
の
比

率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
定
住
志
向

の
高
い
若
年
層
の
人
口
動
態
と
し

て
考
え
る
。

ア　

綱
島
上
町
の
ケ
ー
ス

綱
島
駅
西
側
の
綱
島
上
町
で

は
、
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に

Ｈ
15
～
Ｈ
18
に
か
け
て
総
戸
数

９
４
５
戸
の
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
。
Ｈ
15
か
ら
Ｈ
19
に
か

け
て
、
綱
島
上
町
の
人
口
は
約

２
７
０
０
人
（
約
９
４
０
世
帯
）

増
加
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
マ
ン

シ
ョ
ン
に
よ
る
転
入
が
大
半
を
占

め
る
と
推
測
さ
れ
る
。

Ｈ
15
～
Ｈ
19
の
同
町
へ
の
転
入

元
を
見
る
と
、
30
・
3
％
が
区
内

か
ら
の
転
居
で
あ
っ
た
。
同
時
期

の
区
全
体
で
の
人
口
移
動
要
因
の

う
ち
区
内
で
の
転
居
は
23
・
5
％

で
あ
り
、
よ
り
区
内
移
動
比
率
が

高
い
。
転
入
元
を
区
全
体
と
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
の
道
府
県
（
東

京
都
・
神
奈
川
県
以
外
）」
の
比

率
が
少
な
く
、
川
崎
市
と
区
内
転

居
の
比
率
が
高
い
。

ま
た
、
転
入
す
る
年
齢
層
に
つ

い
て
区
全
体
と
比
較
す
る
と
、
綱

島
上
町
の
方
が
20
代
の
比
率
が
著

し
く
低
く
、
0
歳
代
・
30
代
後
半
・

40
代
前
半
の
比
率
が
高
い
。

イ　

樽
町
三
丁
目
の
ケ
ー
ス

近
年
最
も
人
口
増
加
の
激
し

い
、
準
工
業
地
域
の
樽
町
三
丁
目

で
は
、
Ｈ
22
に
総
戸
数
４
８
７

戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
。
Ｈ

22
～
Ｈ
23
に
か
け
て
人
口
が
約

１
１
０
０
人
（
約
４
４
０
世
帯
）

増
加
し
て
お
り
、
同
マ
ン
シ
ョ
ン

に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と
推
測
さ

れ
る
。

Ｈ
22
～
Ｈ
23
の
社
会
動
態
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
区
全
体
の
区
内

転
居
率
25
・
5
％
に
対
し
、
樽
町

三
丁
目
は
45
・
2
％
と
約
半
数
が

区
内
転
居
と
非
常
に
高
い
。
転
入

元
の
区
全
体
と
の
比
較
で
は
、
ア

の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、「
そ
の
他

の
道
府
県
」
の
比
率
が
減
り
、
区

内
転
居
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
層
の
区
全
体
と
の
比
較
に
つ

い
て
は
、
20
代
の
比
率
が
低
く
、

０
歳
代
前
半
（
０
～
４
歳
）
と
30

代
前
半
の
比
率
が
高
い
。

ウ　

綱
島
西
五
丁
目
の
ケ
ー
ス

日
吉
本
町
駅
と
高
田
駅
の
中

間
付
近
に
あ
る
綱
島
西
五
丁
目
で

は
、
Ｈ
16
に
総
戸
数
３
１
２
戸
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
竣
工
し
て
い
る
。

Ｈ
16
か
ら
Ｈ
17
に
か
け
て
、
綱
島

西
五
丁
目
で
は
約
１
２
０
０
人（
約

４
５
０
世
帯
）
増
加
し
て
お
り
、

大
部
分
が
同
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
転

入
に
よ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

Ｈ
16
～
Ｈ
17
の
港
北
区
へ
の
転

入
者
全
体
に
お
け
る
区
内
転
居
率

が
24
・
6
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

出典：工業統計調査

３　
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綱島上町（2003～2007）総数
樽町3（2010～2011）総数
綱島西5（2004～2005）総数
港北区（2003～2011）総数

綱島上町（2003～2007）30代
樽町3（2010～2011）30代
綱島西5（2004～2005）30代
港北区（2003～2011）30代

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区内転居 市内他計 川崎市 県内その他 東京都区部 東京都下
（東京都区部除く）

その他の都道府県 海外

（％）

図6　綱島上町・樽町三丁目・綱島西五丁目における転入元比率の比較

図7　20代市外転入者の区別シェア（H25）

綱
島
西
五
丁
目
は
41
・
1
％
と
非

常
に
高
い
。
転
居
元
の
区
全
体
と

の
比
較
に
つ
い
て
は
、
ア
・
イ
の

ケ
ー
ス
と
同
様
に
「
そ
の
他
の
道

府
県
」
の
比
率
が
減
り
、
区
内
転

居
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢

層
の
区
全
体
と
の
比
較
に
つ
い
て

は
、
20
代
の
比
率
が
低
く
、
０
歳

代
・
30
代
の
比
率
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
３
つ
の
ケ
ー
ス
で

は
、
い
ず
れ
も
区
内
転
居
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
お
り
、「
そ
の
他

の
道
府
県
」
か
ら
の
転
入
比
率
が

減
少
し
て
い
る
。
イ
・
ウ
の
ケ
ー

ス
で
は
、
10
世
帯
中
実
に
4
～
5

世
帯
が
区
内
か
ら
の
転
居
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
か
ら
は
、

30
～
40
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
定
住

す
る
住
居
は
比
較
的
近
距
離
で
探

す
傾
向
が
強
い
と
言
え
る
。
こ
の

傾
向
に
つ
い
て
不
動
産
業
者
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
広
告
エ
リ
ア
は
近

隣
ま
た
は
沿
線
が
メ
イ
ン
で
そ
れ

以
遠
は
反
響
が
無
い
と
の
意
見
も

得
ら
れ
た
。

今
後
他
の
区
の
ケ
ー
ス
な
ど
を

用
い
て
精
度
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
世
代
別
の
人
口
動
態

で
も
20
代
と
比
較
し
て
30
代
は
比

較
的
近
距
離
に
と
ど
ま
る
こ
と
か

ら
も
、「
定
住
先
は
近
場
で
探
す
」

一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

❷
若
者
の
呼
び
込
み
の
必
要
性
と

エ
リ
ア
特
性
を
活
か
し
た
施
策
に

つ
い
て

定
住
層
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
し

て
い
く
か
と
い
う
議
論
に
は
い
く

つ
か
の
視
点
が
あ
る
。
交
通
利
便

性
が
高
く
子
育
て
し
や
す
い
住
環

境
を
整
備
し
て
東
京
へ
の
通
勤
層

を
呼
び
込
む
視
点
や
、
逆
に
企
業

誘
致
・
雇
用
促
進
に
よ
り
定
住
層

を
獲
得
す
る
視
点
、
ま
た
世
代
の

偏
在
を
助
長
し
な
い
よ
う
地
域
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
バ
ラ
ン
ス

よ
く
若
年
層
を
誘
導
す
べ
き
と
い

う
エ
リ
ア
内
の
最
適
化
の
視
点
な

ど
、
ど
れ
も
大
切
な
視
点
だ
が
、

こ
こ
で
は
シ
ン
プ
ル
に
市
全
体
と

い
う
単
位
で
、
東
京
へ
の
通
勤
層

を
獲
得
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
考

察
す
る
。

先
ほ
ど
の
「
定
住
先
は
近
場
で

探
す
」
傾
向
を
踏
ま
え
て
定
住
層

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

と
、
第
一
段
階
と
し
て
将
来
的
に

住
宅
購
買
層
・
定
住
層
に
つ
な
が

る
20
代
中
心
の
若
年
賃
貸
層
の
重

要
性
を
認
識
し
、
首
都
圏
レ
ベ
ル

で
の
居
住
地
選
好
の
段
階
か
ら

し
っ
か
り
と
獲
得
し
、
そ
の
後
こ

の
層
を
市
内
各
地
で
の
定
住
へ
と

繋
げ
て
い
く
の
が
一
つ
の
方
向
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も

横
浜
は
、
東
京
へ
通
勤
・
通
学
す

る
若
者
が
「
住
み
た
い
街
」
と
し

て
、
一
定
の
若
年
層
を
呼
び
込
ん

で
き
た
。
特
に
港
北
区
は
ア
ク
セ

ス
や
東
横
沿
線
イ
メ
ー
ジ
か
ら
若

者
へ
の
人
気
が
高
く
、
Ｈ
25
の
横

浜
市
に
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た

20
代
の
う
ち
港
北
区
へ
の
転
入
者

の
割
合
は
15
・
8
％
と
段
ト
ツ
の

1
位
で
あ
る
な
ど
、
若
年
層
の
稼

ぎ
頭
と
言
え
る
（
図
７
）。

し
か
し
、
将
来
の
定
住
者
に
つ

な
が
る
若
者
の
市
内
へ
の
流
入
数

は
既
に
減
少
し
始
め
て
い
る
。
ま

た
、
全
国
的
に
見
て
も
若
者
は
着

実
に
減
少
し
て
お
り
、
各
自
治
体

の
人
口
獲
得
競
争
も
激
化
す
る
な

ど
、
若
年
層
の
獲
得
は
よ
り
困
難

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
人
口
・
定
住
層
獲

得
施
策
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た

り
、
例
え
ば
「
定
住
層
の
ベ
ー
ス

と
な
る
若
年
（
賃
貸
）
層
の
呼
び

込
み
」
を
重
要
な
要
素
の
一
つ
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
の
第
一
段
階
と

し
て
位
置
付
け
な
が
ら
、
転
入
か

ら
定
住
、
高
齢
者
対
策
ま
で
の
各

段
階
で
必
要
な
施
策
を
ト
ー
タ
ル

で
議
論
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
各
区
や
エ
リ
ア
の
特
性

や
現
状
・
課
題
に
着
目
し
な
が

ら
、
例
え
ば
先
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
示
し

た
港
北
区
内
の
20
代
の
転
入
が
多

い
エ
リ
ア
な
ど
若
年
層
獲
得
に
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
エ
リ
ア
等
で

の
若
者
の
呼
び
込
み
施
策
の
展
開

や
、
住
宅
ニ
ー
ズ
が
高
く
一
定
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
あ
る
エ
リ
ア
等

で
の
競
争
力
の
高
い
住
環
境
整
備

な
ど
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
に

向
け
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
や
高
齢
者
の
住
環
境
整
備
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
エ
リ
ア
特
性

を
活
か
し
た
施
策
を
面
的
に
議
論

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
議
論
を
肉

付
け
す
る
た
め
に
も
、
各
区
の
統

計
デ
ー
タ
を
用
い
た
人
口
分
析
・

特
徴
把
握
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

が
直
面
す
る
課
題
を
持
ち
寄
り
、

共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ

ば
良
い
と
思
う
。

区
の
現
場
に
お
い
て
も
「
人

口
」
は
様
々
な
行
政
ニ
ー
ズ
や
課

題
を
引
き
起
こ
す
重
要
な
要
素
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
統
計
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
そ
の
特
徴
や
変
化
を

把
握
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
い
施

策
展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、今
回
あ
ら
た
め
て「
人
口
」

に
つ
い
て
考
え
、
議
論
す
る
有
意

義
な
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
を
申
し
添
え
る
。

４　

結
び


